
 

第４次千葉県国土利用計画における 

利用目的に応じた区分ごとの規模の目標設定の考え方 
 
 
 

H12 年から H17 年までの面積の推移を用いて、目標年次

（H29 年）の面積を推計 

目標年次（H29 年）における規模の目標 

 
 
 
 
農地 ○「千葉県農業経営基盤の強化の促進に関する基本方針」の目標年次に

おける面積との整合性 

 

森林 ○林地開発許可や公的開発の連絡調整による林地開発が見込まれる面積

との整合 

 

宅地 

（ 住 宅 地 ） ○過去１５年間の住宅地増加面積の逓減 

○集約型都市構造への転換 

（ 工 業 用 地 ） ○近年の景気回復基調 

○多様なニーズに対応した工場誘致の推進 

○製造品出荷額及び敷地生産性（単位面積当たりの生産性）

からの推計面積 

(その他の宅地）○集約型都市構造への転換。郊外への大規模集客施設の  

立地規制 

 

水面・河川・水路 

（水路） ○「千葉県農業経営基盤の強化の促進に関する基本方針」の目標年次に

おける農地面積 

 

道路  

（農道） ○「千葉県農業経営基盤の強化の促進に関する基本方針」の目標年次に

おける農地面積 

規模の目標設定に当たっての考慮事項 
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